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頭首工改修における
既設頭首工の供用を考慮した施工計画

上　野　　　豊

昭和 35 年に竣工し農業用水を安定供給することで地域農業の発展に貢献してきた市来知頭首工の改修
工事に当たって，既設の頭首工を供用しながら施工を行う必要があることから，特に仮締切の施工計画に
ついて考慮したことについて報告する。
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1．はじめに

市来知頭首工（写真─ 1）は，国営かんがい排水事
業「美唄地区」（昭和 32 年度～昭和 54 年度）におい
て幾春別川に設けられた基幹水利施設である。昭和
35 年に竣工した市来知頭首工は，約半世紀にわたっ
て石狩川左岸の水田を中心とした穀倉地帯に安定的に
農業用水を供給するという非常に重要な役割を果たし
続け，地域農業の振興に大きく貢献してきた。

しかし，長年の風雨や凍害に加えて頭首工下流の洗
掘等の影響で平成 18 年度には右岸下流擁壁護岸が傾
倒し緊急的に整備を行うなど，近年は老朽化が著しく
進行し，取水施設としての機能を十全に発揮すること
ができない状況となっていた。
このような既設頭首工の状況に加え，代掻き期間の
短縮や深水期間の農業用水の確保などの新たな農業用
水の需要を満たすために，国営かんがい排水事業「空
知中央用水地区」（平成 10 年度～平成 22 年度）で市

来知頭首工の改修工事を実施したものである。
この工事を実施するに当たっては，新設ではなく改
修工事であることから既設の頭首工による農業用水の
供給を途絶えさせることなく工事を実施し，新たな頭
首工での取水に移行させる必要があった。本稿では既
設頭首工を継続的に使用しながら，新たな頭首工を既
設頭首工の約 50 m上流に建設した市来知頭首工の改
修工事について，施工計画を中心に報告する。

2．改修計画

（1）河川諸元及び頭首工型式
既設頭首工の敷高は下流河床高に比較して高いため
洗掘の影響を受けやすく，加えて，頭首工本体や施設
機械の劣化も進行していたことから全面改築が必要で
あった。また，既設頭首工は一級河川石狩川水系幾春
別川の一級指定の直轄区間に位置していることから，
改修に当たっては河川管理者により定められている河
川計画の諸元に基づいて進める必要があったが，既設
頭首工は固定堰及び土砂吐よりなる複合堰形式である
ため河積を阻害し，治水への影響も懸念されていた。
このため改築する頭首工は，河川改修計画に基づく
こと，河床変動解析で検証し将来にわたり障害のない
頭首工敷高とすること，及び有堤区間に建設されるた
め河積阻害の影響を低減できる全可動引上げ形式を採
用することを基本に計画した（表─ 1及び図─ 1参照）。

（2）頭首工位置
改築する頭首工の位置は，接続する幹線用水路を含
めた事業費面，水路施設用地の関係から現況頭首工付
近とし，用水路の配水に必要な水位が確保できること

写真─ 1　市来知頭首工（既設）
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を前提に以下の 6つの条件を設定した上で既設頭首工
の上流側に 3つの候補地を設定した。
①流況が安定する河川の直線区間
②ほかの工作物等への堰上げ背水の影響がない
③搾狭部，水衝部，支派線の分合流を避ける
④河床の変動の影響が小さく，みお筋の安定した区間
⑤近接工作物がない
⑥基礎地盤を十分な地耐力を有する岩盤層とする
その上で各候補地について工期，工事範囲，工事費，
用地，右岸上流側の河畔林の保全の 5つの観点から検
討を加えた結果，既設頭首工の 48 m上流地点を選定
した。

（3）施工計画
（a）施工時期
幾春別川の過去 10 年の観測データでは，融雪期

（4 ～ 5 月）と洪水期（8 ～ 9 月）を除く期間では 30
～ 50 m3/s 程度の出水であるが，融雪期は多い時で
80 m3/s 程度，洪水期では 100 m3/s 以上の出水が生じ
ており，90 m3/s を超える出水では高水敷を上回る状
況となっていた。
異常出水により，工事場内から資機材が流亡するこ
とによる治水への影響の低減及び事業損失を防止する

観点から，施工時期は 8月から 9月の洪水出水期を除
く 10 月から 7月の 10 ヶ月／年を稼動期間とすること
を原則とした。なお，洪水出水期を避けることから仮
締切り高は高水敷以下で計画できるため，出水期の河
積阻害率を 10％以下とすることを前提に 8 月から 9
月の洪水出水期も鋼矢板を存置するものとした。
（b）工事計画
幾春別川左岸の築堤は安定した状況であったため，
左岸堤防の開削を行わず，現況河川断面内で施工を行
うこととした。既設頭首工と離れた位置で改築する場
合，通常，半川締切による左岸側及び右岸側施工で仮
締切回数は 4回（改築工事 2回＋撤去工事 2回）（図
─ 2）である。
しかし，（2）で述べたとおり改築頭首工と既設頭首

表─ 1　頭首工計画諸元及び河川計画諸元

図─ 1　頭首工正面図

図─２　通常の仮締切模式図
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工は 48 mしか離れていない上，図─ 2の締切方法で
はかんがい期間中の取水ができなくなるため，本工事
では既設頭首工の取水を考慮した締切が必要となった。

（4）仮締切り計画
本工事の仮締切については，半川締切りによる仮締
切を基本とし，頭首工本体工の施工は堅牢な鋼矢板一
重締切を適用した。
仮締切の計画については，以下の条件を満たす必要
があった。
①本工事においては改築頭首工と既設頭首工が近接し
ていることから，下流護岸工等の工事については既
設頭首工の撤去と並行する作業となるため非かんが

い期間（9月～ 4月）で施工すること
②かんがい期（5月～ 8月）における工事については
取水に支障を来さないこと
③治水安全上河川阻害率を 10％以下とすること
以上のような条件を満たすため，仮設対象流量の検
討に当たっては，既設頭首工の取水量操作へ影響を及
ぼさないこと，堰上時水位でも流下可能であること及
び河川阻害率が 10％以内であることを考慮した上で，
仮締切配置計画の各締切段階での不等流計算を行い，
全体工程上効率的な施工となる締切形状として図─ 3

及び図─ 4のような仮締切計画を策定した。
なお，四次締切以降の工程が最終年度の取水期間を
終えた後の工程となる。

図─３　仮締切工程（1）
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3．工事の実施

以上のような工程計画を立てた上で，平成 20 年度
～平成 22 年度にかけて施工を行った。実際の施工に
当たっては仮締切計画で想定していた以上の湧水が
あったり，想定していた土質と異なる部分があるなど，
当初の計画と異なる部分もあったが，適時的確に施工
計画の修正を行いつつ，概ね計画通りに施工すること
ができた。実際の施工時の様子を写真─ 2～ 5に示す。

図─４　仮締切工程（2）

写真─２　一次締切
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4．おわりに

現在，我が国の農業基幹水利施設整備は新設工事よ
りも改修工事のほうが主となりつつある。改修工事に
おいては，新設ではなく改修工事であるからこそ配慮
しなければならないことが多数存在する。本工事も改
修工事の 1事例であるが，一つ一つの現場の異なる状
況の中で円滑に工事を進めるためには，施工計画策定
時に関係する者と十分に情報交換を行い，自ら汗をか
いて綿密な調整を行った上で，施工中も関係者と十分
に意思疎通をしながら確実に施工するということに尽
きると思う。今後とも我が国農業の基盤となる基幹水
利施設の改修工事を円滑に進め，農業の発展に貢献し
たい。
�

写真─３　二次締切

写真─４　五次締切

写真─５　完成後（通水中）
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